

















』である。 （以下それぞれ『承和五年目録』 、 『在唐送進録』 、 『新求
（7













































































































































































































































































































































































































目指して十九日に乗船し、二十四日楚州城に到着した。その際、面会した常嗣から台州行きの申請結果を聞かされている。それによると、円仁の天台山行きと船の修理を皇帝に上奏したものの、遣唐使 が帰国す 日は間近であるが、揚州から天台山 行って戻る日数を数えると、大使らの出航日 間に合わないとの理由で台州行きを許可されず 後日再度奏上したが許しを蒙 ことはできなかった いう。二十五日 とも 入唐した真言請益 円行 ら、留学僧円載のみ
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一、 」と記されている。その後、惟正・惟暁 丁雄満とともに岸に上がった円仁は、遭遇し 新

















































と綴っている。数度の留住工作は失敗に終わり、官憲の取り調べにより本国に向かうことになった今、揚州にて求得の品は第八船にあり、随身物でさえ新羅人ら 与え求法を遂げられず嘆息するばかりであった。十日、粟田録事の乗る第二舶に乗船し、十八日には帰国し諸願を果たすため卜部に祈祷を行わせてお 、完全に残留を諦めている。 『承和五年目録』の奥書には 「大唐開成四年歳次己未四月二十日
　
天台宗請益伝灯法師位円仁録」と見えており、山東半島を
北上中の船に揺られながらこの目録を作成したことが分かる。しかし、先述のようにこの時手許に経典類はなく、百数十部の書目 部数まで詳細に記すことは不可能であり、 『承和五年目録』作成の経緯 は疑問が残る。また、それはいつ遣唐使船に託されたの あろうか。同じく揚州求得の一覧を記した『在唐送進録』が作成された理由も合わせて見いきたい。　
この『承和五年目録』は八帙で構成された『在唐送進録』に対して経典が部類別にまとめられており、十四帙と細分














































天台宗請益伝灯法師位円仁上」と記されており、承和十四年（八四七） 、五台山・長安 の長期にわたる求法を終え、九月十九 太宰府鴻臚館に入り、十二月までの間、求法の成果を全て整理した総目録として作成されたものであった。十月十九日に下された円仁らの帰京を促す太政官符に対 て ばし太宰府 留まった は 大山寺 竈門大神など諸社神への奉謝の転読も ることながら、経典類の整理と『新求 』作成の時間 費やし と思われる。十一月七日には叡山より三名の僧侶が到来している 、手許にある長安、五台山 得分を先に記してから、延暦寺より『承和五年目
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張宝高に関する記載は、 『続日本後紀』承和七年十二月二十七 条、承和九年正月十 条に見え、中国側の史料では
『新唐書』新羅伝、朝鮮側の史料では『三国史記』 、 『東国通鑑』 、 『三国遺事』に詳しい。
（（
（（（）
円仁の書の委託などに関して『行記』に記録されていない背景には、本来円仁の公的な滞在期間は遣唐使の帰国する
時、すなわち揚州求法までであり、赤山法華院に登るまで円仁の留住は遣唐使幹部に許可されておらず、違勅の罪に問われかねない状況の中、留住をめぐっての詳細な経緯を記述することを控えた可能性も考えられる。
（
（（）『続日本後紀』承和六年八月二十五日条。
（
（（）『続日本後紀』承和七年四月 日条、六月十八日条。
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